
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細 

  

1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

 収入につきましては、４月は前年比で１０３．6％、５月は２１日までですが１０５．４％でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

  次に、ご利用状況について申し上げます。山陽新幹線は、４月が前年比で１０３％、５月が２１日までで１０

６％となっております。近畿圏は、４月が１０１％、５月が２１日までで１００％となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月から５月にかけましては、ゴールデンウィークもございまして、新幹線を中心に多くのお客様にご利

用いただきました。 

引き続き皆様に安心して、ご利用いただけるよう、安全 安定輸送に努めてまいります。 
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2．技術ビジョンのアップデート 

 
次に、「技術ビジョンのアップデート」について、ご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに、現行の技術ビジョンについて簡単にご説明をいたします。2018 年に策定しました現行の技

術ビジョンは、「技術で切り拓く交通の進化」をコンセプトに、モビリティ分野を中心に課題解決の手段と

して技術を活用するという方向性を示したものでございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この技術ビジョンのもとで、これまで JR西日本グループでは「オープンイノベーション」を推進してま

いりました。例えば大阪駅のうめきたエリアでは、「イノベーションの実験場」として、フルスクリーンの

ホームドアや顔認証改札などの新たな技術を実装してまいりました。 

一方、この間、生成 AI をはじめとする技術は急速に進歩し、また人口減少や設備の老朽化など、私ども

を取り巻く事業環境も大きく変化してまいりました。こうした状況を踏まえ、今年度策定いたしました「中

期経営計画 2030」にあわせて、技術ビジョンのアップデートを行いました。新しいコンセプトは「技術で

動かす、心と未来」でございます。社外の皆さまとのさらなる共創と挑戦を通じ、JR西日本グループの成

長と社会価値の創出を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ページをご覧ください。こちらの図がアップデート版の技術ビジョンの全体像でございます。挑戦分野

を 12項目から 18項目へと拡充いたしました。特に、今回のアップデートの大きな特徴は、モビリティ分

野そのものも引き続き進化させつつ、その成果や知見を「まち・くらし」や「持続可能な社会」への価値創

出につなげていくという、新たな挑戦領域を明確にしたことでございます。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、具体的に、3つの重点分野ごとに、取り組みの事例をご紹介させていただきます。まず、赤色

で示しております「鉄道のさらなる安全性向上と持続的進化」についてです。今回のアップデートでは、「運

転見合わせなどの判断を早期に行う先手の対応により、自然災害リスクを低減する」という視点を新たに加

えました。 

その具体策として、ウェザーニューズ様と連携し、ゲリラ豪雨を予測・通知する「鉄道気象 AI エージェ

ント」の開発・実装プロジェクトを開始いたします。ウェザーニューズ様は、独自の観測網と高度な予測技

術を持つ世界最大級の民間気象情報会社でございます。近年、ゲリラ豪雨のような局地的かつ予測が難しい

気象現象が増加し、鉄道運行への影響も大きくなっています。こうした中、JR西日本グループが培ってま

いりました、状況に応じて適切な対応を行うきめ細やかな運行計画のノウハウと、ウェザーニューズ様の気

象予測技術、さらに生成 AI 技術を組み合わせることで、予兆の段階で先手を打った運行の判断や計画の策

定が可能となり、安全性やお客様の利便性向上につながるものと考えています。まずはゲリラ豪雨を対象に

開発と実証実験を進め、将来的には運行計画の意思決定支援と、それを通じたさらなるカスタマーエクスペ

リエンス（CX）の向上にもつなげてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、青色でお示ししている「いきいきとしたまち・便利で豊かなくらし」について、今回のアップデ

ートでは、多様なパートナーとの共創による心動く顧客体験の追求を掲げております。 

具体的には、鉄道に加え「航空」や「自動運転タクシー」など、多様な移動手段と駅・まちがシームレス

につながる共創エコシステムの構築を目指しております。すでに、JAL 様や ANA 様といった航空との連

携や、タクシー配車アプリを提供される GO 様との実証について発表しているところでございます。この

ような取り組みを通じまして、一人ひとりのお客さまに最適な移動体験を提供し、関係人口や交流人口の拡

大、そして西日本エリア全体の活性化に貢献してまいりたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最後に、緑色でお示ししております「持続可能な社会」についてです。今回のアップデートでは、モビリ

ティ分野にとどまらず、鉄道事業で培った技術やノウハウを活用し、幅広い社会課題の解決に活用していく

ことを目指しています。 

具体的には、鉄道業界内の話といたしまして鉄道インフラデータ検索サービス「デジタルレールマップ」

を起点としましたソリューション群を、複数の鉄道事業者様に導入いただいています。今後も、こうした技

術やノウハウを社会全体へ広げることで、持続可能な社会に貢献してまいりたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回ご説明した内容の一部につきましては、本日 5 月 27 日から 29 日までインテックス大阪で開催さ

れております、「第２回鉄道技術展 大阪 2026」でもご紹介しております。実際の技術をご覧いただく機

会となっておりますので、ぜひご来場いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3．佐川急便との共創の取り組み 

 

次に、佐川急便様との共創の取り組みについて、ご説明いたします。 

 いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、4 月 30 日に公表しました「中期経営計画 2030」において、「共創による顧客体験価値向上」

を掲げております。 

様々なパートナーの皆様と共創プラットフォームを構築することで一人ひとりに最適化された移動体験

を提供し、西日本エリアの関係人口や交流人口の拡大と、移動におけるサステナブルなエコシステムの実現

を目指しております。 

本日は、この共創プラットフォームを構築する要素の一つである物流分野についてご紹介いたします。 

訪日観光客の大型の手荷物は、お預かりや持ち運びなどのお困りごと、いわゆるペインの解消が各地での

誘客における課題となっております。 

これらに対応する環境が整ったエリアへのオーバーツーリズムの一因ともなっており、西日本エリアに

おいて重要な課題と考えています。 

こうした課題の解決に向け、「旅を便利にする機能の拡充」を目指したいと考えており、本日、全国の物

流を担う佐川急便様と連携協定を締結いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐川急便様が持つきめ細やかな物流網や豊富なオペレーションのノウハウとの共創を通じて「顧客体験

価値の向上」に挑戦し、インバウンドを中心とした「交流人口の拡大」を目指してまいります。 

具体的には、「手荷物の当日配送」そして「モビリティとロジスティクスサービスのシームレス化」の取

り組みを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、「手荷物の当日配送」については、佐川急便様のきめ細やかな地域内輸送と当社の新幹線による高

速かつ広域な輸送を掛け合わせることによって、サービスエリアの飛躍的な拡大を目指します。 



これによりまして、お客様は、移動前の駅やホテルでのスムーズな預け入れや当日に移動先で荷物を受け

取ることが可能になり、手ぶらで観光いただくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、2030 年代には、両社のシステムを連携することでモビリティとロジスティクスサービスをシ

ームレスに繋ぐことを目指しております。 

これにより、お客様はモビリティとロジスティクスの両方を一括で予約・決済することが可能になります。 

このような取り組みにより、「顧客体験価値の向上」を実現し、「交流人口の拡大」に繋げてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取り組みの第一歩として、6月 24日からインバウンド向けに手荷物当日配送サービスと、モビリティと

ロジスティクスの一体予約の実証実験を開始いたします。 

京都・大阪方面から広島・博多間において、駅・ホテル等に手荷物を当日配送するサービスでございます。

インバウンド向けのオンライン旅行代理店で旅行申込時に鉄道商品と併せてご購入いただくことができま

す。 

実証実験の結果を踏まえ、将来の本格展開や他のエリアへの展開も検証してまいります。 

今後も、様々なパートナーとの共創により、一人ひとりに最適化されたシームレスな移動体験を提供し、

西日本エリアの交流人口の拡大と、移動におけるサステナブルなエコシステムの実現を目指してまいりま

す。 

  


